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１．議員が市長などに対し、市の政策や各事業などについて、その方針や市の見解などを問うことです。
２．申し合わせにより、議長・副議長・監査委員は一般質問を行いません。
※その他の質問については、★印でタイトルだけ掲載しました。質問した順に掲載しています。
一般質問の詳しい内容をお知りになりたい場合は、QR コードを読み取って録画映像をご覧いただくか、インターネット
や図書館、地区公民館などで会議録をご覧ください。

一般質問について

　
『
道
徳
』
は
、
他
人
を
思
い

や
り
、
命
の
尊
さ
と
秩
序
あ
る
社

会
を
育
み
、
太
陽
と
緑
の
美
し
い

日
本
の
心
を
育
て
る
重
要
な
教
育

と
考
え
る
。
教
育
長
が
め
ざ
す
本

市
の
道
徳
教
育
に
つ
い
て

　

め
ざ
す
子
ど
も
像
と
し
て

「
人
間
力
育
成
」
を
考
え
、
社
会

と
世
界
に
関
心
を
持
ち
、
人
生
を

よ
り
良
く
生
き
よ
う
と
す
る
教
育

を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

道
徳
教
育
を
活
か
し
た
「
い

じ
め
や
不
登
校
対
策
」
に
つ
い
て

　

教
科
化
後
い
じ
め
が
減
少
。

居
場
所
や
絆
づ
く
り
を
教
え
、
存

在
感
を
感
じ
ら
れ
る
指
導
に
努
め

る
。

★
三
股
町
と
の
税
の
違
い
！
本
市

は
、『
都
市
計
画
税
』
を
課
税
。

★
市
民
の
意
見
や
要
望
等
の
窓
口

は
、「
市
民
相
談
室
」
と
「
秘

書
広
報
課
」で
受
付
け
て
い
る
。

★
『
高
木
原
緑
道
』
は
農
業
用

水
路
と
し
て
、
盆
地
人
の
命

を
育
ん
だ
歴
史
的
文
化
的
な

水
路
跡
。
観
光
資
源
と
し
て

調
査
研
究
を
行
う
。

★
市
街
地
の
「
国
道
10
号
」
の

渋
滞
は
、
志
布
志
道
路
の
開

通
で
緩
和
を
期
待
し
て
い
る
。

道徳教育と市民や地域の声から

　

都
城
市
主
要
幹
線
道
～
外
環

状
線
の
歌
舞
伎
橋
よ
り
西
へ
平
塚

Ｉ
Ｃ
に
向
け
た
所
の
未
整
備
区
間

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
行
え
な
い
か
。

　

未
整
備
区
間
は
延
長
が

１
千
４
０
０
ｍ
あ
り
、
工
事
費
及

び
建
物
補
償
費
等
多
額
の
費
用
を

要
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
国
・

県
と
も
協
議
を
重
ね
、
補
助
事
業

費
等
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
整
備

の
可
能
性
を
判
断
し
て
い
く
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
若
者

（
高
校
生
、
短
大
・
専
門
学
校
生
、

大
学
生
）の
就
職
活
動
に
つ
い
て
、

求
人
倍
率
が
下
が
っ
て
い
る
が
。

　

地
元
企
業
と
の
相
談
会
等
を

早
め
に
行
い
、
地
元
企
業
へ
の
就

職
の
機
会
を
増
や
し
、
地
元
定
着

に
向
け
て
の
促
進
を
図
り
た
い
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
で
ふ
る
さ

と
納
税
の
市
長
に
お
ま
か
せ
分
を

活
用
し
、
新
生
児
誕
生
祝
を
贈
呈

し
て
市
民
全
体
で
祝
意
を
表
し
、

人
口
増
を
促
し
て
は
。

　

こ
れ
ま
で
同
様
、
様
々
な
分

野
を
横
断
し
て
総
合
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。

池田市長の３期目に向けた政治姿勢について

　

三
期
目
の
重
要
な
政
策
と
は

ど
の
様
な
取
組
な
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
８
年
間
推
進
し
て

き
た
も
の
を
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、

市
民
の
皆
様
の
幸
福
と
市
の
発
展

の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
本
気

で
挑
戦
し
、
結
果
・
成
果
を
出
し

て
い
く
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
組
は
。

　

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
人

に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指

し
、
民
間
企
業
と
協
議
会
を
設
置

し
、
高
齢
者
な
ど
に
対
し
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
相
談
や
学
習
で
き
る
身

近
な
場
所
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
取

得
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
促
進
と
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

　

国
に
お
い
て
も
令
和
３
年
３

月
か
ら
順
次
開
始
さ
れ
る
健
康
保

険
証
へ
の
利
用
、
運
転
免
許
証
や

お
薬
手
帳
の
利
用
も
検
討
さ
れ
て

お
り
、
確
実
に
利
便
性
が
高
ま
っ

て
く
る
為
、
取
得
や
利
便
性
向
上

に
向
け
て
積
極
的
に
進
め
て
い

く
。

★
公
用
車
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

に
つ
い
て

★
小
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

市長の今後 4 年間の政治姿勢について

　

都
城
志
布
志
道
路
全
線
開
通

に
向
け
た
市
長
の
決
意
に
つ
い
て

　

地
の
利
拡
大
の
た
め
に
は
、

早
期
全
線
開
通
は
必
要
不
可
欠
、

防
災
・
経
済
・
医
療
の
道
と
し
て

大
き
な
役
割
が
あ
る
。
市
長
任
期

の
２
０
２
４
年
ま
で
の
全
線
開
通

に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　

東
九
州
自
動
車
道
と
都
城
志

布
志
道
路
の
連
結
効
果
に
つ
い
て

　

接
続
す
る
と
、
鹿
児
島
市
、

鹿
屋
市
方
面
と
の
物
流
や
災
害
発

生
時
の
人
的
・
物
的
支
援
な
ど
、

経
済
・
防
災
・
医
療
の
道
と
し
て

都
城
志
布
志
道
路
の
効
果
を
促
進

す
る
上
で
大
変
重
要
で
あ
る
。

　

高
齢
者
の
路
線
バ
ス
運
賃
と

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
金
額
差
解

消
の
た
め
、
全
て
の
公
共
交
通
機

関
を
百
円
に
で
き
な
い
か
。

　

利
便
性
の
向
上
、
利
用
拡
大

を
図
る
た
め
、
月
額
１
千
円
乗
り

放
題
の
定
期
運
賃
を
検
討
し
て
い

く
。
今
後
、
地
域
公
共
交
通
会
議

や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
く
。

★
２
０
２
５
年
問
題
、
医
療
と
介

護
の
課
題
と
対
策

都城志布志道路全線開通に全力で取り組もう

無会派
小玉 忠宏

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

無会派
徳留 八郎

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

公明
大浦 さとる

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

自民創生
榎木 智幸

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
推
進

さ
れ
る
取
り
組
み
に
は
、
押
印
廃

止
の
ほ
か
に
何
が
あ
る
の
か
。

　

市
政
情
報
を
迅
速
に
発
信
す

る
都
城
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
、
市

職
員
の
採
用
面
接
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
等
で
録
画
形
式
に
て
行
う
デ

ジ
タ
ル
面
接
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
時
保
育
や
病
児
・
病
後

児
保
育
の
ネ
ッ
ト
検
索
予
約
シ
ス

テ
ム
を
構
築
中
で
あ
り
、
令
和
３

年
度
本
稼
働
を
目
指
し
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
に

あ
た
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
は
必

須
で
あ
る
。
専
門
性
が
高
い
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
担
当
に
は
、
有
資

格
者
等
の
専
門
職
員
を
配
置
し
て

欲
し
い
。
人
材
確
保
に
対
す
る
市

長
の
考
え
を
問
う
。

　

デ
ジ
タ
ル
人
材
は
官
民
共
に

不
足
し
て
い
る
。
市
町
村
の
代
表

と
し
て
構
成
員
を
務
め
た
政
府
の

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
デ
ジ

タ
ル
庁
が
人
材
を
育
成
す
る
中
核

と
な
る
こ
と
や
、
デ
ジ
タ
ル
人
材

を
官
民
で
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
等
の

提
言
を
行
っ
た
。

誰一人取り残さない人に優しいデジタル化

　

収
入
保
険
加
入
資
格
や
加
入

条
件
に
つ
い
て
。

　

肉
用
牛
、
肉
豚
及
び
鶏
卵
は

マ
ル
キ
ン
制
度
の
対
象
に
な
る
こ

と
か
ら
収
入
保
険
か
ら
は
除
外
、

加
入
資
格
は
収
入
額
が
容
易
に
確

認
で
き
る
青
色
申
告
者
が
対
象
。

　

収
入
保
険
と
ナ
ラ
シ
対
策
と

の
違
い
に
つ
い
て
。

　

収
入
保
険
は
対
象
農
家
収
入

減
少
を
幅
広
く
補
償
す
る
の
に
対

し
、
ナ
ラ
シ
対
策
は
品
目
毎
の
販

売
額
の
減
少
額
が
補
償
対
象
。
加

入
条
件
は
農
業
法
人
、集
落
営
農
、

認
定
農
業
者
で
組
織
の
口
座
で
受

け
取
り
、
費
用
控
除
後
配
分
。

　

県
、
市
内
同
時
期
に
ク
ラ
ス

タ
ー
が
多
発
し
た
場
合
に
つ
い
て

　

市
内
に
お
い
て
、
感
染
者
が

圏
域
の
受
入
れ
可
能
病
床
数
を
超

え
た
場
合
、
対
策
と
し
て
、
宮
崎

市
郡
医
師
会
病
院
旧
施
設
等
、
感

染
状
況
に
よ
り
他
の
圏
域
を
含
め

受
入
れ
を
調
整
す
る
事
が
確
定
し

て
い
る
。

農業共済保険の収入保険とコロナ対策支援

　

自
治
公
民
館
加
入
向
上
と
全

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
地
域
力
の
向

上　

加
入
促
進
、
活
動
へ
の
参
加

を
促
進
し
活
性
化
を
図
り
、
自
治

公
民
館
、
社
会
教
育
関
係
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
等
が
連
携
を
図

り
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
で
、
地
域
力
の
維

持
、
向
上
を
目
指
す
。

　

増
加
す
る
空
家
へ
の
対
応

　

空
家
へ
の
対
応
、
助
言
を
行

い
、
特
定
空
家
等
の
除
却
促
進
や

空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
に
取
組
ん

で
い
る
。
今
後
は
、
立
地
適
正
化

計
画
と
連
動
し
地
域
ご
と
の
生
活

拠
点
区
域
活
性
化
を
進
め
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
加
味
し
た
避
難
所
受
入
れ
人

数
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

　

市
で
の
最
大
の
避
難
者
数

は
、
日
向
灘
南
部
地
震
で
約

１
万
２
千
人
。
１
次
避
難
所
に
約

４
千
４
０
０
人
、
２
次
避
難
所
に

約
９
千
５
０
０
人
収
容
可
能
。

　

こ
れ
ま
で
よ
り
３
万
人
減
る

こ
と
に
な
る
。
今
後
は
、
分
散
避

難
も
視
野
に
、
避
難
所
見
直
し
、

公
民
館
や
企
業
と
連
携
し
た
自
主

避
難
所
の
設
置
な
ど
が
必
要
。

市長の 3 期目取組と避難所運営

　

定
員
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

状
態
で
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
と

判
断
し
た
の
か
。

　

避
難
者
同
士
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
確
保
で
き
る
か

で
判
断
し
た
。

　

避
難
所
へ
の
空
調
設
備
の
導

入
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　

今
後
の
避
難
所
の
見
直
し
の

際
は
設
備
が
整
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー

と
な
っ
て
い
る
施
設
を
避
難
所
と

し
て
指
定
す
る
。

　

避
難
所
に
な
っ
て
い
る
小
・

中
学
校
の
体
育
館
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
提
案
す
る
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
避
難

所
情
報
が
届
か
な
い
市
民
へ
の
情

報
が
届
く
た
め
の
工
夫
は
ど
う
す

る
の
か
。

　

引
き
続
き
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
シ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
都
城
で
も
情
報
発
信
を
行

う
。
ま
た
、
多
様
な
手
段
で
情
報

発
信
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
周

知
す
る
。

★
市
内
の
小
・
中
学
校
一
人
１
台

の
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
で
授
業

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

誰一人取り残さない避難所情報の発信を

自民創生
中村 千佐江

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

太陽の会
永田 照明

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

無会派
川内 賢幸

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

日本共産党都城市議団
森 りえ

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

※今回から壇上にアクリル板を設置しています。
　そのため、壇上ではマスクをはずして質問しています。
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※その他の質問については、★印でタイトルだけ掲載しました。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
都

城
圏
域
経
済
の
先
行
き
は
？ 

　

景
況
が
上
向
い
て
き
て
い
る

業
種
が
あ
る
一
方
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
業
種
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
感
染
拡
大
の
第
三

派
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

全
国
的
に
事
業
所
の
収
益
が

減
少
し
、
自
殺
者
も
増
加
し
て
い

る
。
市
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す

る
新
た
な
支
援
策
は
？

　

12
月
補
正
で
ミ
ー
ト
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
の
予
算
を
拡
充
し
観
光

や
宿
泊
関
係
事
業
者
へ
の
波
及
効

果
を
生
み
出
し
た
い
。
今
後
も
状

況
を
見
な
が
ら
生
活
支
援
や
経
済

の
回
復
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

経
済
を
地
域
で
循
環
さ
せ
て

い
く
考
え
は
？

　

コ
ロ
ナ
禍
が
本
市
の
産
業
や

経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
中
で
、
地
域
経
済
の
循
環
構
造

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
企
業
や
事
業

者
等
と
連
携
し
て
取
組
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

人
口
減
少
社
会
、
コ
ロ
ナ
禍

へ
の
対
応
に
経
済
循
環
を
高
め
る

と
い
う
視
点
が
重
要
で
あ
る
。

コロナ禍の市内事業者への影響と対応

　

本
市
の
養
鶏
場
で
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
が
確
認
さ
れ
た
場

合
の
初
動
体
制
に
つ
い
て
、
蔓
延

防
止
の
為
に
迅
速
な
防
疫
体
制
が

重
要
と
思
う
が
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
た
場
合
は
原
則
と
し
て
24
時
間

以
内
に
殺
処
分
を
完
了
し
、
72
時

間
以
内
に
埋
却
分
を
含
め
た
防
疫

措
置
を
完
了
さ
せ
る
。

　

本
市
の
耕
作
放
棄
地
の
現
状

に
つ
い
て
、
耕
作
放
棄
地
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
市

の
耕
作
放
棄
地
は
い
く
ら
あ
る
の

か
伺
う
。

　

令
和
元
年
度
の
耕
作
放
棄
地

は
４
６
３
・
２
ha
で
耕
地
面
積
に

占
め
る
割
合
は
３
・
３
％
で
あ
る
。

　

畜
産
排
泄
物
を
利
用
し
た
Ｃ

Ｏ
２
フ
リ
ー
の
水
素
バ
イ
オ
マ
ス

に
つ
い
て
、
畜
産
排
泄
物
を
利
用

し
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
酵
さ
せ
水
素

ガ
ス
を
取
り
出
す
、
こ
の
様
な
施

設
は
で
き
な
い
の
か
。

　

多
く
の
家
畜
を
有
す
る
本
市

に
と
っ
て
も
注
目
す
べ
き
も
の
と

捉
え
る
が
、
現
時
点
で
は
推
進
に

は
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

鳥インフルエンザ・畜産排泄物処理について

　

死
亡
家
畜
の
処
理
に
つ
い
て

　

死
亡
し
た
家
畜
は
産
業
廃
棄

物
と
し
て
区
分
さ
れ
都
道
府
県
知

事
か
ら
「
死
亡
獣
畜
取
扱
場
」
の

許
可
を
得
た
処
分
場
ま
た
は
化
製

場
で
処
分
さ
れ
る
。
対
象
施
設
は

市
内
近
辺
に
七
施
設
あ
る
。

　

９
月
に
発
生
し
た
牛
舎
火
災

に
お
い
て
焼
死
し
た
牛
の
処
理
は

ど
の
よ
う
に
し
て
行
っ
た
の
か
。

　

市
内
の
化
製
場
に
処
理
を
依

頼
し
た
が
瓦
礫
が
混
入
し
て
い
た

た
め
受
入
れ
を
断
ら
れ
た
。
小
林

市
の
処
分
場
が
30
㎏
程
度
に
解
体

す
る
こ
と
を
条
件
に
受
け
る
と
の

回
答
が
あ
り
、
関
係
機
関
で
協
力

し
解
体
・
搬
出
し
た
。

　

死
亡
家
畜
は
市
の
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
処
理
で
き
な
い
の
か
。

　

市
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は
「
死
亡
獣
畜
取
扱
場
」
で
は
無

い
た
め
処
理
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

今
後
、
同
様
な
畜
舎
火
災
の

発
生
も
あ
り
得
る
。
焼
死
し
た
家

畜
の
処
理
に
対
す
る
市
の
考
え

は
。

　

迅
速
な
処
理
が
で
き
る
よ
う

県
や
関
係
機
関
と
協
議
し
対
応
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
検
討
す
る
。

焼死した家畜の処理について

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
市
長

の
思
い
を
伺
う
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び

行
政
の
効
率
化
で
市
の
発
展
を
図

る
た
め
に
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」

を
進
め
、
令
和
４
年
度
末
に
は
殆

ど
の
市
民
が
カ
ー
ド
取
得
の
計

画
。

　

旧
市
民
会
館
跡
地
の
活
用
は
。

　

公
共
的
に
利
用
を
図
る
考
え

で
あ
り
、
速
や
か
に
検
討
す
る
。

　

商
工
会
議
所
移
転
後
、
庁
舎

と
し
て
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

庁
舎
別
館
活
用
の
考
え
で
、

商
工
会
議
所
と
協
議
を
進
め
る
。

　

第
３
期
地
域
活
性
化
事
業
に

つ
い
て
取
組
内
容
を
伺
う
。

　

令
和
３
年
度
当
初
か
ら
事
業

実
施
し
た
い
地
域
の
声
を
踏
ま
え

地
域
振
興
基
金
を
12
月
補
正
予
算

に
計
上
し
た
。
地
域
の
課
題
の

解
決
や
活
性
化
の
た
め
に
地
域
と

し
っ
か
り
連
携
し
て
取
り
組
む
。

　

山
田
地
域
の
公
共
施
設
等
の

管
理
運
営
方
針
を
伺
う
。

　

地
域
の
意
見
も
踏
ま
え
施
設

の
あ
り
方
を
速
や
か
に
検
討
す
る
。

★
木
之
川
内
保
育
所
の
利
活
用

池田市長３期目への取り組み

無会派
広瀬 功三

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

太陽の会
迫間 輝昭

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

進政会
長友 潤治

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

進政会
荒神 稔

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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※今回から壇上にアクリル板を設置しています。
　そのため、壇上ではマスクをはずして質問しています。

　

市
道
補
修
の
「
優
先
順
位
」

決
定
の
要
因
は
何
か
？

　

交
通
量
や
重
要
度
、
公
共
性

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
い

る
。

　

国
道
や
県
道
の
補
修
と
の
連

携
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

　

国
・
県
と
共
同
の
会
議
を
設

定
し
情
報
共
有
を
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

市
道
の
管
理
体
制
の
導
入
は
？

　

他
の
自
治
体
の
動
向
も
注
視

し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
導
入
で
、
今
ま

で
管
理
で
き
て
い
な
か
っ
た
市
道

の
整
備
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

　

地
区
公
民
館
の
建
て
替
え
や

自
治
公
民
館
の
建
て
替
え
の
支
援

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

地
区
公
民
館
は
、
古
い
順
に

建
て
替
え
を
想
定
し
て
い
る
。
自

治
公
民
館
の
建
て
替
え
や
補
修
に

つ
い
て
の
追
加
支
援
は
検
討
し
て

い
な
い
。

　

学
校
運
営
協
議
会
に
お
け
る

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動

は
？

　

地
域
と
学
校
を
結
ぶ
大
事
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

今こそ、地域力向上のための環境整備を！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
お
け
る
地
域
経
済
循
環
に
地

元
事
業
者
の
活
用
に
つ
い
て

　

本
市
の
公
共
調
達
は
、
市
内

業
者
優
先
発
注
を
大
前
提
と
し
て

い
る
。
平
成
28
年
度
に
は
、
地
産

地
消
を
推
進
す
る
た
め
、
工
事
、

物
品
、
役
務
等
の
指
名
競
争
入
札

の
際
に
、
市
内
業
者
を
優
先
す
る

こ
と
を
定
め
た
指
名
基
準
を
策

定
。

　

公
共
調
達
は
品
質
及
び
競
争
性

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

品
質
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
特
殊

な
技
術
、
工
法
が
必
要
と
さ
れ
る

な
ど
、
市
内
業
者
で
は
対
応
で
き

な
い
場
合
は
市
外
業
者
を
選
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
競
争
性
の

確
保
に
つ
い
て
も
市
内
業
者
だ
け

で
は
業
者
数
が
少
な
く
、
競
争
性

が
確
保
で
き
な
い
場
合
は
市
内
業

者
に
市
外
業
者
を
加
え
て
入
札
を

行
い
、
や
む
な
く
市
外
業
者
が
受

注
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

今
後
も
指
名
基
準
に
基
づ
き
、

品
質
や
競
争
性
を
確
保
し
た
上

で
、
市
内
業
者
優
先
発
注
を
堅
持

し
、
地
域
経
済
の
循
環
及
び
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
。

コロナウイルス感染症について

　

避
難
所
で
あ
る
南
九
州
大
学

体
育
館
の
状
況
と
課
題
を
伺
う
。

　

台
風
10
号
に
よ
る
避
難
者
は

午
後
８
時
30
分
で
最
多
と
な
る
52

世
帯
１
１
０
名
を
収
容
。
課
題
は

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
者
の
部
屋
数
が

不
足
し
た
事
。
何
も
持
た
ず
に
避
難

さ
れ
た
方
々
等
へ
の
周
知
が
必
要
。

　

情
報
入
手
手
段
と
し
て
避
難

時
の
テ
レ
ビ
設
置
は
で
き
な
い
か
。

　

予
定
し
て
い
な
い
。
基
本
的

に
は
配
備
の
ラ
ジ
オ
や
自
分
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
情
報
入
手
す
る
。

　

体
育
館
で
使
用
す
る
敷
物
等

は
備
蓄
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

市
で
は
ア
ル
ミ
マ
ッ
ト

８
６
０
枚
と
組
み
立
て
ベ
ッ
ド
14

台
を
備
蓄
。

　

避
難
所
で
ア
ル
ミ
マ
ッ
ト
等

を
な
ぜ
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　

基
本
的
に
自
分
で
使
用
す
る

も
の
は
持
参
し
て
頂
き
た
い
。

　

避
難
者
へ
の
食
糧
と
飲
料
水

の
支
給
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　

各
自
が
必
要
と
な
る
飲
料
や

食
料
等
は
持
参
し
て
頂
き
た
い
。

　

防
災
組
織
と
の
説
明
会
は
。

　

防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
各
自

主
防
災
組
織
等
の
強
化
を
図
る
。

災害から命を守る取り組みについて

　

市
長
三
期
目
の
所
信
を
伺
う
。

　

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
を
し
っ
か
り
講
じ
、
市
民
の
皆

様
の
幸
福
と
都
城
市
の
発
展
の
た

め
本
気
で
挑
戦
し
結
果
を
出
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
の
意

見
交
換
の
場
を
必
要
と
す
る
こ
と
。

　

意
見
交
換
の
重
要
性
は
十
分

認
識
し
て
お
り
、
感
染
症
の
状
況

も
考
慮
し
つ
つ
機
会
を
考
え
た
い
。

　

人
口
減
少
対
策
の
今
後
は
。

　

出
生
率
の
向
上
策
と
し
て
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
、
出

会
い
の
場
の
創
出
に
取
り
組
み
た

い
。

　

給
食
無
償
化
に
つ
い
て

　

食
材
費
の
み
保
護
者
に
負
担

頂
い
て
い
る
た
め
、
給
食
費
の
無

償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

　

米
の
収
量
・
品
質
・
価
格
は
。

　

例
年
に
比
べ
20
％
の
減
収
で

一
等
米
が
非
常
に
少
な
く
厳
し
い

作
柄
。
日
本
一
を
目
指
す
考
え
は

現
時
点
で
は
な
い
。

　

高
崎
町
割
付
橋
歩
道
設
置
水

道
管
の
移
設
要
望
に
つ
い
て

　

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
耐
震

性
の
あ
る
管
で
移
設
も
進
め
る
。

市長の所信と定額給付金・人口減少対策など

一心会
赤塚 隆志

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

社民
筒井 紀夫

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

公明
音堅 良一

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

自民創生
永田 浩一

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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※その他の質問については、★印でタイトルだけ掲載しました。

　

各
商
工
会
が
コ
ロ
ナ
対
策
支

援
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
の
課
題

　

商
工
会
の
支
援
事
業
は
、
迅

速
に
支
援
を
講
ず
る
必
要
性
が
高

い
こ
と
か
ら
、
制
度
設
計
や
周
知

期
間
に
十
分
な
時
間
が
取
れ
な

か
っ
た
り
、
事
業
の
途
中
で
手
続

き
の
変
更
等
や
国
・
県
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
事
業
実
施
に
伴
う
人

件
費
な
ど
、
必
要
な
経
費
が
商
工

会
に
手
当
さ
れ
な
い
事
も
あ
り
、

各
商
工
会
の
負
担
増
加
と
な
っ

た
。

　

商
工
会
が
正
確
・
迅
速
に
遂

行
す
る
た
め
の
本
市
の
施
策
は
。

　

今
後
、
同
様
の
事
業
を
実
施

す
る
際
は
、
制
度
設
計
で
不
十
分

な
部
分
の
見
直
し
、
事
業
の
事
前

説
明
・
情
報
の
共
有
化
等
、
更
な

る
連
携
強
化
を
図
り
、
各
商
工
会

の
負
担
軽
減
に
繋
げ
る
。

★
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
過

　

去
の
教
訓
事
項
と
施
策

★
熊
本
地
震
の
教
訓
と
減
災
施
策

★
熊
本
豪
雨
災
害
の
教
訓
と
施
策

★
避
難
所
の
課
題
と
本
市
の
施
策

★
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
強
化

★
非
常
用
備
蓄
品
の
本
市
の
課
題

★
避
難
指
示
等
に
基
づ
く
避
難
率

商工会のコロナ対策事業の教訓と本市施策

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
の
市

長
の
考
え
に
つ
い
て

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」
を
目

指
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及

び
市
の
発
展
を
図
る
こ
と
の
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指
す
。

　

都
城
運
動
公
園
体
育
館
の
ア

ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て

　

今
後
の
計
画
は
、
来
年
４
月

１
日
か
ら
体
育
館
を
閉
鎖
し
、
解

体
工
事
の
前
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除

去
を
行
っ
た
後
、
体
育
館
を
解
体

し
、
解
体
後
の
跡
地
に
現
在
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
を
拡
張
し
、
新
た
に

砂
入
り
人
工
芝
16
面
を
整
備
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

少
人
数
学
級
に
つ
い
て
の
教

育
長
の
考
え
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
の
教
育
は
学
習
内

容
に
よ
っ
て「
問
い
」や「
調
べ
方
」

更
に
学
び
に
よ
っ
て
起
こ
す
「
ア

ク
シ
ョ
ン
」
が
児
童
一
人
一
人
違

う
も
の
に
な
る
。
一
人
一
人
を
適

切
に
把
握
し
導
く
た
め
に
少
人
数

化
し
て
い
く
こ
と
は
、
子
ど
も
の

学
び
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

都城デジタル改革と少人数学級について

　

本
市
の
申
請
手
続
き
状
況
は
。

　

９
月
末
時
点
で
３
７
４
件

６
億
３
千
24
万
円
。
見
直
し
で

２
４
８
件
５
億
４
０
０
万
円
の
見

込
み
。

　

11
月
に
市
長
へ
国
に
撤
回
を

求
め
る
申
し
入
れ
を
要
望
し
た

が
、
そ
の
後
の
対
応
は
ど
う
な
っ

た
か
。

　

農
家
へ
の
影
響
を
見
守
る
。

　

本
県
の
基
幹
的
農
業
従
事
者

数
は
５
年
前
の
調
査
か
ら
１
万
82

人
減
少
。
持
続
可
能
な
農
業
の
た

め
国
に
元
通
り
の
交
付
を
求
め
る
。

　

本
市
と
都
城
警
察
署
と
の
公

用
車
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
映

像
提
供
は
、
す
で
に
運
用
が
始

ま
っ
て
い
る
が
、
無
数
の
人
々
の

肖
像
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
守

れ
る
の
か
。

　

管
理
運
用
規
程
に
基
づ
い
て

照
会
・
提
供
を
行
う
。
提
供
し
た

映
像
等
は
警
察
署
が
保
管
・
管
理
。

　

医
療
費
10
割
負
担
と
な
る
資

格
者
証
の
状
態
に
あ
る
世
帯
数
は
。

　

滞
納
が
１
年
以
上
継
続
し
、

納
税
相
談
も
な
い
世
帯
が
10
月
末

現
在
で
２
４
１
世
帯
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
重
症
化
さ

せ
な
い
た
め
短
期
証
の
交
付
を
。

高収益作物支援交付金の運用見直しの撤回を

　

宮
崎
県
は
令
和
元
年
の
自
殺

死
亡
率
が
17.

８
で
全
国
ワ
ー
ス

ト
８
位
、
本
市
は
18.

７
と
さ
ら

に
高
い
状
況
だ
が
対
策
は
？

　

障
が
い
者
等
日
中
活
動
支
援

事
業
に
お
い
て
、
家
族
会
を
開
催

し
、
精
神
障
が
い
者
の
居
場
所
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
は
、
新
た
に
３
名
を
養

成
中
で
あ
る
。
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事

業
で
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

★
保
育
園
等
の
空
待
ち
児
童
対
応

と
入
園
の
郵
送
申
込
み
を
！

★
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
コ
ロ

ナ
禍
で
の
負
担
の
な
い
対
応

を
！

★
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
各
小
学

校
へ
拡
充
を
！

★
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
を
！

★
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
の
開

館
日
時
の
柔
軟
な
対
応
を
！

★
適
応
指
導
教
室
と
関
係
機
関
の

連
携
体
制
を
！

★
児
童
公
園
の
児
童
や
地
域
の
状

況
を
考
慮
し
た
整
備
を
！

自殺対策と障がい者支援

太陽の会
上坂 月夫

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

社民
福島 勝郎

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

日本共産党都城市議団
畑中 ゆう子

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

進政会
山内 いっとく

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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※今回から壇上にアクリル板を設置しています。
　そのため、壇上ではマスクをはずして質問しています。

　

人
権
意
識
を
育
み
、
相
手
の

人
格
を
尊
重
し
て
い
る
証
と
し
て

学
校
で
は
必
ず
「
さ
ん
」
付
け
で

呼
ば
せ
る
な
ど
、
具
体
的
に
見
え

る
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

　
「
さ
ん
」
付
け
、
男
女
混
合

名
簿
、
制
服
の
選
択
制
導
入
な

ど
人
権
意
識
向
上
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

適
応
指
導
教
室
の
分
室
や
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
も
活
用
し

て
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
居
場
所

を
幅
広
く
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
「
教
育
機
会
確
保
法
」
の
趣

旨
に
鑑
み
、
不
登
校
児
童
・
生
徒

の
居
場
所
づ
く
り
を
研
究
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
は
こ
れ
ま

で
で
き
な
か
っ
た
思
い
切
っ
た
改

革
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
だ
。学
校
の
ス
リ
ム
化
に
向
け
、

教
育
委
員
会
は
学
校
改
革
の
後
押

し
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

各
学
校
の
教
育
課
程
編
成
の

動
向
を
見
守
り
な
が
ら
、
校
長
会

等
で
指
導
を
継
続
す
る
。

★
２
０
２
５
年
問
題
へ
の
準
備
は

　

で
き
て
い
る
か
。

★
道
路
建
設
と
子
ど
も
の
安
全

いじめ、不登校そして学校のスリム化

　

幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
で
の
体
力
向
上
対
策
は
。

　

外
部
講
師
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

教
室
や
遊
具
を
活
用
し
た
運
動
な

ど
で
、体
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

小
学
校
や
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
の
取
り
組
み
は
。

　

学
校
に
よ
っ
て
体
力
の
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
全
て
の
小
学
校
で

『
体
力
向
上
プ
ラ
ン
』
を
作
成
し
、

実
態
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ
て
い

る
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は

プ
ー
ル
遊
び
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、

戸
外
遊
び
等
で
体
力
向
上
に
取
り

組
む
。

　

中
学
校
の
体
力
向
上
対
策
は
。

　

４
割
弱
の
運
動
部
員
以
外
の

生
徒
に
対
し
て
体
力
向
上
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
体
育
の
授
業
で
、
計
画

的
、
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

各
地
域
で
の
取
り
組
み
は
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

習
慣
化
促
進
事
業
で
体
力
づ
く
り

を
行
う
人
が
増
え
て
い
る
。

　

高
齢
者
へ
の
取
り
組
み
は
。

　

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講

座
を
２
５
３
カ
所
で
開
設
し
、
歩

行
状
態
の
改
善
や
要
介
護
認
定
更

新
が
不
要
に
な
っ
た
方
も
お
ら
れ

る
。

子どもから高齢者までの体力向上の取り組み

　

公
共
施
設
で
の
設
置
数
は
。

　

１
４
９
カ
所
に
１
５
３
台
。

　

屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
施

設
は
。

　

把
握
は
し
て
い
な
い
が
、
適

切
な
場
所
に
設
置
し
て
い
る
。

　

屋
外
の
行
事
で
使
用
す
る
際

の
対
応
は
。

　

市
民
が
主
催
す
る
行
事
等
に

つ
い
て
は
、
消
防
局
警
防
救
急
課

か
ら
貸
し
出
し
て
い
る
。

　

一
人
で
も
多
く
の
救
命
と
後

遺
症
の
軽
減
を
実
現
す
る
に
は
、

24
時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も
誰
で

も
使
え
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

小
・
中
学
校
、
運
動
公
園
、
山

間
部
で
の
屋
外
設
置
を
！

★
飲
酒
運
転
根
絶

★
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業

２４時間３６５日使えるＡＥＤの設置を！

　

は
ん
こ
は
歴
史
が
古
く

７
０
１
年
大
宝
律
令
に
制
定
、
明

治
時
代
に
確
立
。
今
後
外
国
並
み

に
、
サ
イ
ン
方
式
へ
の
移
行
は
？

　

申
請
書
、
内
部
書
類
、
原
則

押
印
を
廃
止
す
る
。
税
証
明
、
道

路
専
用
な
ど
２
千
件
程
度
と
す

る
。

　

地
方
分
権
改
革
、規
制
緩
和
、

行
財
政
改
革
、
権
限
の
移
譲
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

　

公
共
下
水
道
、
介
護
保
険
、

市
営
住
宅
条
例
改
正
、
地
方
分
権

改
革
を
提
案
募
集
方
式
で
進
行
中

で
あ
る
。
現
在
、
さ
ら
に
第
四
次

行
財
政
改
革
を
提
案
中
で
あ
る
。

　

移
動
投
票
所
、
オ
ン
ラ
イ
ン

投
票
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

地
域
の
実
情
を
考
慮
し
つ

つ
、
国
の
オ
ン
ラ
イ
ン
投
票
へ
の

移
行
を
注
視
す
る
。

　

公
営
住
宅
の
入
居
の
指
定
管

理
、
民
間
委
託
の
移
行
に
つ
い
て

　

不
納
欠
損
も
あ
り
、
今
後
検

討
す
る
。

　

市
長
の
国
・
政
府
の
デ
ジ
タ

ル
改
革
関
連
法
案
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
全
国
市
町
村
代
表
の
行

財
政
、
地
方
分
権
に
期
待
す
る
。

本市の取組・行政改革・脱はんこについて

自民創生
別府 英樹

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

太陽の会
神脇 清照

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

一心会
岩元 弘樹

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

自民創生
杉村 義秀

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

（ＡＥＤ搭載自動販売機）
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常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
常
任
委
員
会
と
は
、
議
会
が
予
算
や
条
例
等
の
審
議
を
効
率
的
か
つ
詳
細
に
出
来
る
よ
う
に
、

担
当
部
局
ご
と
に
分
け
て
審
査
を
行
う
委
員
会
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
受
入

●
概
要

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
に
充
当
す
る
た
め
、
国

庫
補
助
金
で
あ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
が
歳
入
予
算
と
し

て
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

●
質
疑
・
答
弁

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

使
途
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
を
防
止
す
る
と
と
も
に
影

響
を
受
け
て
い
る
地
域
経
済
や
住

民
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
必

要
な
事
業
に
充
当
し
て
い
る
。

●
自
由
討
議

　

ミ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

が
実
施
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

交
付
金
の
取
扱
い
は
ど
う
な
る
の

か
と
の
意
見
が
あ
り
、
不
足
す
る

事
業
費
等
に
再
充
当
し
て
有
効
に

使
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の

意
見
も
出
さ
れ
た
。

●
自
由
討
議
を
受
け
て
の

　
再
質
疑
・
答
弁

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

残
額
の
充
当
に
つ
い
て
教
え
て
ほ

し
い
。

網
膜
色
素
変
性
症
患
者
へ

の
支
援
充
実
に
関
す
る
請

願
書

●
概
要

　

視
覚
障
が
い
者
へ
の
移
動
手
段

支
援
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
券
配
布

対
象
の
拡
充
と
暗
所
視
支
援
眼
鏡

の
福
祉
機
器
補
助
対
象
へ
の
追
加

を
求
め
る
も
の
で
す
。

●
質
疑
・
答
弁

　

本
市
の
状
況
は
。

　

指
定
難
病
に
対
す
る
特
定
医

療
費
の
受
給
者
証
の
交
付
は
、
約

１
千
３
０
０
件
で
、
そ
の
う
ち
網

膜
色
素
変
性
症
は
63
件
と
な
っ
て

い
る
。

　

暗
所
視
支
援
眼
鏡
の
金
額
は
。

　

39
万
５
千
円
で
あ
る
。

　

同
眼
鏡
に
代
わ
る
も
の
は
。

　

類
似
す
る
も
の
は
な
い
。

●
賛
成
討
論

　

弱
者
救
済
の
考
え
に
立
ち
、
援

助
を
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で

あ
る
。

　

暗
所
視
支
援
眼
鏡
は
高
額
で
、

救
済
の
た
め
に
は
補
助
対
象
と
す

べ
き
で
あ
り
、
視
覚
障
が
い
者
の

外
出
を
支
援
す
る
た
め
に
タ
ク

シ
ー
券
配
布
対
象
も
拡
大
す
べ
き

で
あ
る
。

　

見
え
な
い
こ
と
は
不
安
で
あ

り
、
少
し
で
も
安
心
で
き
る
よ
う

支
援
す
べ
き
で
あ
る
。

　

今
後
の
予
算
執
行
状
況
を
確

認
し
、
残
額
も
含
め
見
直
し
を

図
っ
た
上
で
提
案
し
た
い
。

●
反
対
討
論

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

が
ミ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

に
充
当
さ
れ
る
の
で
、
議
案
第

１
３
７
号
に
つ
い
て
反
対
す
る
。

●
賛
成
討
論

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
で
苦
し
ん
で
い
る
業
界
関
係

者
へ
の
事
業
な
の
で
、
不
適
切
な

交
付
金
の
充
当
で
は
な
い
た
め
、

議
案
第
１
３
７
号
に
つ
い
て
は
賛

成
す
る
。

●
審
査
結
果

　

委
員
長
を
除
く
、
６
名
の
委
員

中
５
名
の
賛
成
に
よ
り
可
決
。

財
産
の
無
償
貸
付
け
に
つ
い
て

●
概
要

　

旧
四
家
小
学
校
校
舎
及
び
体
育

館
に
つ
い
て
、
現
在
貸
付
け
を

行
っ
て
い
る
晨
星
興
産
株
式
会
社

に
対
し
て
、
令
和
３
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で
の

10
年
間
の
再
無
償
貸
付
け
を
行
う

も
の
で
す
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
可
決
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
採
択
。

都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
料
の
増
額

●
概
要

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
受
診

控
え
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
こ

と
か
ら
、
指
定
管
理
料
が
増
額
さ

れ
ま
し
た
。

●
質
疑
・
答
弁

　

ど
の
程
度
利
用
者
が
減
少
し

た
の
か
。

　

４
月
か
ら
１１
月
に
お
け
る
利

用
者
は
、
昨
年
が
８
千
８
８
１
人

に
対
し
、
今
年
は
５
千
６
８
１
人

と
、
前
年
同
期
比
で
約
36
％
減
少

と
な
っ
て
い
る
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
可
決
。

●
意
見
・
要
望

　

今
後
、
コ
ロ
ナ
禍
が
ど
れ
く
ら

い
継
続
す
る
か
が
見
通
せ
な
い
中

で
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
あ

る
都
城
市
郡
医
師
会
病
院
は
大
変

重
要
な
機
関
で
す
。

　

今
後
も
情
報
交
換
を
密
に
行
い

な
が
ら
、
稼
働
状
況
等
を
的
確
に

把
握
し
、
適
正
な
医
療
が
継
続
で

き
る
よ
う
適
切
な
支
援
を
続
け
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

委 員 会 6 議案を審査しました

31議案、２請願を審査しました

総 務

委 員 会文 厚教 生
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常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
各
委
員
会
で
審
査
し
た
議
案
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

駒
発
電
所
工
事
請
負
費
等

の
専
決
処
分

●
概
要

　

駒
発
電
所
に
河
川
水
を
取
り
入

れ
る
た
め
の
取
水
堰ぜ
き

に
設
け
ら
れ

て
い
る
排
砂
門
が
、
７
月
豪
雨
の

排
砂
作
業
中
に
破
損
し
、
復
旧
を

緊
急
に
行
う
必
要
性
が
生
じ
た
た

め
専
決
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

●
質
疑
・
答
弁

　

破
損
の
原
因
は
何
か
。

　

排
砂
門
に
あ
る
エ
ン
ジ
ン
式

の
巻
き
上
げ
機
が
昭
和
40
年
代
製

の
旧
式
で
、
過
剰
に
負
荷
が
か

か
っ
た
際
に
自
動
停
止
す
る
安
全

装
置
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

停
滞
状
態
で
引
き
上
げ
よ
う
と

し
、
巻
き
上
げ
機
自
体
も
損
傷
し

た
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
承
認
。

●
意
見
・
要
望

　

豪
雨
等
の
自
然
災
害
や
老
朽
化

に
よ
り
、
安
定
的
な
事
業
継
続
が

脅
か
さ
れ
な
い
よ
う
、
ま
だ
更
新

さ
れ
て
な
い
施
設
に
つ
い
て
も
早

急
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
要
望

し
ま
し
た
。

台
風
10
号
に
よ
る
工
事
請

負
費
、
委
託
料
の
増
額

●
概
要

　

現
年
発
生
公
共
土
木
施
設
補
助

災
害
復
旧
事
業
に
要
す
る
経
費
と

し
て
、
道
路
２
か
所
・
河
川
２
か

所
、
倒
木
等
の
街
路
樹
の
被
害
箇

所
19
路
線
・
公
園
の
被
害
68
か
所

分
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

●
質
疑
・
答
弁

　

公
園
の
樹
木
や
街
路
樹
に
対

す
る
今
後
の
計
画
や
見
直
し
に
つ

い
て

　

定
期
的
に
剪
定
等
は
行
っ
て

い
る
が
、
現
在
、
間
引
き
で
き
る

も
の
が
な
い
か
な
ど
基
本
と
な
る

計
画
や
基
準
を
作
成
し
て
い
る
段

階
で
、
計
画
等
の
作
成
後
は
随
時

対
応
し
て
い
く
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
可
決
。

●
意
見
・
要
望

　

樹
種
に
つ
い
て
高
木
か
ら
低
木

へ
の
見
直
し
を
行
っ
た
り
、
巨
木

化
・
老
木
化
し
た
樹
木
は
、
樹
木

医
等
の
専
門
家
等
に
よ
る
定
期
的

な
点
検
・
調
査
を
行
う
な
ど
、
適

切
な
管
理
に
取
り
組
む
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

委 員 会 12 議案を審査しました

7 議案を審査しました

建 設

委 員 会産 経業 済
ミ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
の
拡
充

●
概
要

　

国
が
実
施
し
て
い
る
「
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
事
業
と
の
相

乗
効
果
に
よ
り
利
用
者
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、
本
事
業
の
経
費

１
億
１
千
３
７
４
万
円
が
増
額
さ

れ
ま
し
た
。

●
質
疑
・
答
弁

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
地
域
か
ら
の
利
用
状
況

は
？

　

県
内
及
び
鹿
児
島
県
か
ら
の

利
用
者
が
90
％
以
上
で
あ
る
が
、

関
東
・
中
国
地
方
か
ら
の
利
用
も

あ
る
。

●
自
由
討
議

　

本
事
業
を
利
用
し
来
訪
す
る

方
々
の
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
等
の

意
見
が
あ
っ
た
。

●
自
由
討
議
を
受
け
て
の

　
再
質
疑
・
答
弁

　

本
事
業
を
利
用
し
て
本
市
を

訪
れ
る
方
の
感
染
防
止
策
は
？

　

旅
行
会
社
団
体
は
感
染
防
止

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、

こ
れ
に
基
づ
き
対
策
の
徹
底
を
参

加
者
に
要
請
し
て
い
る
。

●
意
見
・
要
望

　

市
外
か
ら
の
感
染
を
極
力
回
避

す
る
た
め
、
本
事
業
の
利
用
者
に

は
接
触
確
認
ア
プ
リ
の
使
用
推
奨

及
び
会
食
に
当
た
っ
て
は
県
が
示

す
「
み
や
ざ
き
モ
デ
ル
」
の
実
践

を
求
め
る
な
ど
、
感
染
拡
大
防
止

の
対
応
を
働
き
か
け
る
こ
と
を
要

望
し
ま
し
た
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
可
決
。

※
補
足

　

本
会
議
議
決
後
に
、
国
の
「
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
の
一
時
停
止

の
決
定
を
踏
ま
え
、
都
城
市
は
、

本
事
業
も
国
の
停
止
期
間
に
合
わ

せ
て
一
時
停
止
す
る
こ
と
を
決
定

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ

り
一
時
停
止
期
間
が
延
長
さ
れ
た

場
合
は
、
そ
の
期
間
に
準
ず
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

公
設
卸
売
市
場
の
関
連
商

品
売
場
棟
の
整
備

●
概
要

　

現
在
進
め
て
い
る
関
連
商
品
売

場
棟
の
整
備
工
事
で
想
定
以
上
の

埋
設
物
が
あ
っ
た
た
め
、
撤
去
及

び
処
分
の
経
費
４
１
９
万
４
千
円

が
増
額
し
て
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
可
決
。
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期間：11月27日〜12月16日

○：賛成した議員　　●：反対した議員　　※ 賛成討論、反対討論あり

賛否が 分 かれた議 案等の表決 結果

  市長提出議案

赤
塚

隆
志

荒
神

稔

岩
元

弘
樹

榎
木

智
幸

大
浦

さ
と
る

音
堅

良
一

上
坂

月
夫

神
脇

清
照

川
内

賢
幸

黒
木

優
一

小
玉

忠
宏

迫
間

輝
昭

佐
藤

紀
子

杉
村

義
秀

筒
井

紀
夫

徳
留

八
郎

永
田

浩
一

中
田

悟

永
田

照
明

長
友

潤
治

中
村

千
佐
江

西
川

洋
史

畑
中

ゆ
う
子

広
瀬

功
三

福
島

勝
郎

別
府

英
樹

森

り
え

山
内
い
っ
と
く

江
内
谷

満
義

審
議
結
果

第137号 令和２年度都城市一般
会計補正予算　※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○

議
長
職
の
た
め
表
決
に
参
加
し
な
い

原
案
可
決

請　願

２第３号
「安心安全な教育環境の
ための少人数学級を求
める意見書」の採択を
求める請願書　※

● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ●
不
採
択

●上程された議案等の数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【市長提出議案 ５９件　請願２件　議員提出議案１件】
●全会一致で可決、承認、同意、採択した議案等の数・・・・・・【市長提出議案 ５８件　請願１件　議員提出議案１件】

令和2年12月定例会の審議内容について

全会一致で採択・可決された請願書・意見書について

　「網膜色素変性症」は、網膜に異常をきたす遺伝性・進行性の病気で、国の指定難病となっている。
　主な症状としては視野の狭窄や夜盲などで、失明する場合もあり、確実に進行を止める治療法は確立さ
れていないが、これらの症状を緩和する福祉機器として暗所での視界確保ができる暗所視支援眼鏡があり、
補助を行っている自治体もある。
　自治体間の格差をなくし、患者一人一人が安心・安全で質の高い生活を送るためにも支援を充実して欲し
いことから、次の点について要望する。

1.　視覚障がい者への移動支援について、１、２級以外の等級の患者にもタクシー券配布を拡充してほしい。
2.　暗所での視界確保ができる暗所視支援眼鏡は1台 40 万円程度と高額のため、福祉用具「日常生活
　　用具」の給付対象にしてほしい。

　文部科学省が行ったヒアリングによると、少人数学級に関して、２０人以下の学級を求める声は９％と少
なく、２６人～３０人学級を挙げる意見が６１％である。また、本市において、２０人学級は教室数や教員
の確保が難しく、３０人学級を段階的かつ計画的に進めていくことが求められている。
　都城の状況を踏まえ、誰一人取り残さないきめ細やかな教育を行うために、３０人学級の推進と小中学
校の ICT 環境の整備を一体的な実施が必要だと考え、次の３点を要望する。

１．30 人学級の取組を段階的かつ計画的に進める観点から、義務教育標準法を改正し、基礎定数及び加
　　配定数の改善を図り、財政措置として、義務教育費国庫負担の拡充を図ること。
２．義務教育段階の ICT 環境の整備をさらに進め、教育支援システムの整備とともに、活用する人材の育  
　　成、各地域や学校の実情に応じた支援の在り方を検討すること。
３．教員の質を確保するとともに、地方公共団体が所要の教職員及び教室の確保に見通しをもって計画的
　　に取り組むことができるような方策を示すこと。

請願の趣旨

意見書の趣旨

「網膜色素変性症」患者への支援充実に関する請願書

３０人学級の推進及び小・中学校の ICT環境に関する意見書

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
等
の
賛
成
・
反
対
理
由
は
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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賛否の分かれた議案等について

　ＯＥＣＤ諸国との比較では、1学級当たりの日本の生徒数は、小学校ではＯＥＣＤ平均 21人に対し 27人、
中学校はＯＥＣＤ平均 23 人に対し 32 人と過密である。
　国は予算全体を根本的に見直して、少なくともＯＥＣＤ平均並みの教育予算を組んで、今や国際的にスタ
ンダードである２０人学級を目指し、早急に３０人以下の学級編制にすることが求められる。
　少人数学級は、保護者と教職員、地域住民の強い願いである。
　教育の目的は、学力向上だけでなく、子どもたちの人格を形成することにある。そのために国は、感染症
にも安心安全な教育環境と、一人ひとりと丁寧に関わる学びの保障を両立させることが重要であり、次の点
を要望する。

１．子どもたちのいのちと健康を守り、成長と発達を保障するため「２０人学級」を展望し、少人数学級を
　　実現すること。そのために国は、標準法を改正し教職員定数改善計画を立てること。

請願の趣旨

議案第137号
令和２年度都城市一般会計補正予算（30億2202万円増額するもの）について

「安心安全な教育環境のための少人数学級を求める意見書」の
採択を求める　請願書について

　新型コロナウイルス感染症緊急対策として、「ミー
トツーリズム推進事業」等の経済対策と小・中学校
における感染拡大防止対策等が計上されている。
　また、初期救急医療事業費等の増額なども盛り込
まれており、バランスが取れた予算編成となっている
ことから可決に賛成である。

●　国に対して、早急に30人以下学級編制をめざし、
標準法を改正し教職員定数改善計画を立てること
を求めるものであり、それによって子どもたちのい
のちと健康を守り、成長と発達の保障を求めるも
のである。

　　法改正が確定すれば、都道府県（政令市）は安
心して教職員を正規採用することもでき、少子化
の中でも安定した教育環境の実現が必要と考え賛
成する。

●　新型コロナウイルス感染症対策として、「新しい
生活様式」を学校現場においても導入することが
求められている。平均面積約 64 平方メートルの
教室に 40 人いると、1～ 2 メートルの間隔を空
けるのは難しい現状である。

　　本請願は将来的に「２０人学級」を展望するが、
質疑で明らかになったように、教育環境の改善や
ウィズ・コロナ時代を見据え、急ぎ「少人数学級」
を実現するために「意見書」の採択を求めるもの
であることから賛成する。

賛　成　理　由

賛　成　理　由

　ミートツーリズム推進事業に1億１３７４万円の計
上は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が続く
なかであり、認めることはできない。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を助長する
ミートツーリズム推進事業を即時中止し、観光宿泊
業や飲食業等への直接支援に振り向けるよう求める。

●　２０人学級を目指すには、教室と教員確保、財
源が必要で、教員増による質の低下が危惧される。
子どもたちは、椅子に座ったままでなく教室内を
移動するので、ソーシャルディスタンスが保たれる
か疑問である。OECD 諸国の生徒数は大半が２０
人超で、２０人学級を展望する必要はない。少人
数学級では、集団的教育が効果的に行えるのか社
会性をはぐくむ上で懸念が残る。

　　以上のことから、過度な少人数学級の実現につ
いては反対である。

●　本請願書は 20 人学級導入を求める意見書を国
に提出する事を求める請願であると読み取れる。
しかし提案理由説明によると実際は 30 人学級を
求める意見書であり、20 人は将来的展望である
との説明があった。この説明により本請願は 20
人学級なのか 30 人学級なのか不明瞭となった。
少人数学級導入は賛成だが、本請願書は請願者の
意向が正確に反映されておらず請願書の妥当性に
疑問を感じる。したがって、その様な請願書に同
意する事はできない。

反　対　理　由

反　対　理　由
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　広報広聴委員会では、選挙管理委員会と協議の上、主権者教育の一環で行う市内の小・中学校へ
の出前授業に参加することにしました。
　10 月から 11 月にかけて 5 つの小・中学校で、都城の未来を担う子どもたちに向けて「市議会
がやっていること」と題し、授業を行いました。
　今後も、若年層をはじめとした市民の方々と語り合う場を積極的に設けていきたいと思います。

※ 授業で使用した資料の一部を抜粋して掲載します。

（市議会だより No.17 に掲載）

児童・生徒のみなさんは、体育館等に集合し、ソーシャル
ディスタンスを取りつつ、真剣に聞き入っていました。

●10月13日(火)　山之口小学校　5・6年生　●10月26日(月)　沖水中学校　　全学年
●10月20日(火)　有水中学校　　全学年　　●11月25日(水)　妻ケ丘中学校　3年生 
●10月22日(木)　西岳中学校　　全学年

山之口小学校での授業風景 西岳中学校での授業風景

選挙管理委員会主催の主権者教育（出前授業）
に参加しました

出前授業を行った学校

みやこのじょう市議会だより　No.28 12
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市議会だより№28に対するご意見
をお聞かせください。

市議会だよりNo.27
（令和２年11月13日発行）に
対するご意見

◎市議会だよりの「表決結果」を見ると、いつも
反対されている議員がいる。市民のためになっ
ているのでしょうか？

⇒　市議会だよりの「表決結果」は、賛否が分か
れたもののみ掲載しています。議会は多様な
意見があることが大切だと考えます。賛否が分
かれた場合は、反対意見や賛成意見を掲載す
るようにしていますのでご覧ください。

　　提案された議案等に対して審査し、可否を
判断することが市議会の大きな役割になりま
す。市民は様々な意見を持っており、その市民
から選ばれた議員は、自ずと様々な意見や考え
を持っていることをご理解ください。

　皆様からいただいた市議会及び行政に対するご意見
につきましては、今後も政策立案、政策提言等に活か
してまいります。
　また、行政に対するご意見・ご要望につきましては、
市の各担当部署にも連絡いたします。

　12 月定例会中の 12 月 9 日（水）、県立都城泉ヶ丘高等学校附属中学校３
年生のみなさんが議会に来てくれました。
　生徒のみなさんは、事前に市議会の役割や市役所の業務内容について学習し
たうえでの見学でした。２班に分かれて、議会事務局から議会の仕組みや役割
などについてプレゼン資料を用いての説明を受けたり、議場での一般質問を傍
聴したりしました。
　感想をいただいたので、一部ご紹介します。

◎議場は緊張感がすごくて、厳粛な雰囲気を感じまし
た。私たち学生にも関係あることがあのような場で
話し合われて決められていくのを見られて良かった
です。

◎「議長」と勢いよく手を挙げて、議長に指名されて
から発言することが印象的でした。

◎会議の内容、会話について文字化され、国・県・市
の図書館に保管されることを知り驚きました。それ
ほど発言が重要であるということも解りました。

◎政治にあまり興味が持っていなかったけれど、市議
会訪問をして、興味を持ちました。

都城泉ヶ丘高校附属中学校３年生の
みなさんが議会の見学に来てくれました

みやこのじょう市議会だより　No.2813
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料金受取人払

651
差出有効期間
令和３年5月
31日まで

（切手不要）

都城局
承認

　市議会だよりをご覧いただきありがとうございま
す。
　令和２年は新型コロナウイルス感染症の影響で、日
常の生活や各種会合、活動などに制約を受けた１年で
ありました。
　私達議員も市民の皆様に議会での活動状況をお伝え
する機会が少ない中で、早くわかりやすい情報を提供
できるよう「市議会だより」の作成に取り組んでおり
ます。
　今後も新型コロナウイルス感染症防止策に努め、健
全で元気な都城を目指して、市民の皆様と一丸となっ
て活動してまいります。

森　　りえ　　福島　勝郎　　神脇　清照　　筒井　紀夫

広瀬　功三　　赤塚　隆志　　中村千佐江　　岩元　弘樹

編 集 委 員

編 集 後 記

〒885-8555  宮崎県都城市姫城町6街区21号
TEL（0986）23-7869  FAX（0986）25-7879
E-mail:gikai@city.miyakonojo.miyazaki.jp
http://www.city.miyakonojo.miyazaki.jp

※ QR コードをスマートフォンのアプリで読み込むと各ページが開きます。

お知らせ

都城市議会
都城市ホームページ

ホームページ 意見書のページ フェイスブック

 ２ 月　24 日　開会・議案審議
 ２ 月　25 日　議案審議
 ３ 月　５ 日　一般質問
　　　８ 日　一般質問
　　 ９ 日　一般質問
　　10 日　一般質問

　　11 日　一般質問／議案審議
　　12 日　委員会審査
　　15 日　委員会審査
　　17 日　委員会審査
　　19 日　議案審議・開会

　本会議の模様は、ＢＴＶケーブルテレビの１２１
チャンネルで、中継放送および録画放送（当日午後
８時〜）を行っています。
　また、閉会後にはインター
ネット上で録画映像を配信し
ています。

※市議会ホームページ（下記   
　QRコード参照）から専用ペー
　ジにアクセスできます。

　11 月 20 日（金）、議場にて議員研修会を行い
ました。
　『全員協議会』、『専決処分』、『議会の調査権』、『質
疑』、『一般質問』、『政務活動費』の６項目について、
それぞれの法律上の位置づけや、あり方を改めて
勉強しました。
　今後も、質の高い開かれた議会を目指し、より
良い市政運営に寄与してまいりたいと思います。

議員研修会を行いました

※日程はあくまでも予定であり、都合により変更となる場合があります。

令和3年3月定例会開催予定

　開催日当日、市役所５階の議会事務
局で受付と検温をお願いしています。

※感染症対策にご協力をお願いします。

※なお、本市議会では、政務活動費の
　執行状況について、ホームページ上
　で公開しています。
　ＱＲコードを読み取ってご覧いただ
　けます。


